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１．はじめに 
近年，コンピュータとネットワークの普及により情報の

受け渡しはアナログからデジタルに移行している．それに

伴い新聞などの情報発信メディアも Web 上に進出してき

ている．これらの新聞では新聞社ごとの方針の違いなどに

よって，記事に取り上げられなかったり，記事に書かれて

いる表現が異なったりする． 
本研究の最終目標は複数社の新聞記事間での比較を行

い，新聞社ごとの違いを明らかにすることである．本シス

テムにより，単一メディアによる情報の偏りを防ぎ，柔軟

な思考を助けることのできる環境を提供する． 
今回は，同一事象に対する異新聞社記事間の相違点検出

のための文間対応システムの開発とその評価に取り組ん

だ．実験は朝日新聞社（以下朝日）と産経新聞社（以下産

経）の２つの新聞社記事を対象としている． 
 
２．新聞社における記事の相違点 
異新聞社記事間の相違点として以下の２つが挙げられ

る． 

(a) ある事象に対する記事の有無 

(b) 同一事象に対する記事の内容の違いや表現の違い 

例えば，ある人が他の人に意見したとき，ある新聞社で

は「指摘した」と表現し，ある新聞社では「非難した」と

表現するといった表現の違いや，記事の中である事象につ

いて触れているかいないかといった違いである． 

 
３．異新聞社記事相違点検出システム 
相違点を検出するために，以下の (1)～(5) からなるシ

ステムを提案する．（図１） 
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図１．異新聞社記事間相違点検出システム 

 

(1) 新聞記事の収集 

Webstemmer[1] を用いて比較対象となる新聞社のサイ

トから記事を収集し，記事データベースに入れる． 

(2) 類語の取得 

同一事象に対する記事中の同一内容の文の多くでは，他

社記事と同じ単語やその類語が使われる．類語を用いて文

間の対応をとるために記事中の単語の類語を取得する． 
まず，記事を MeCab[2] を用いて記事を形態素解析する．

類語を取得する形態素は「名詞」と「動詞」の２つに限定

し，その種類も名詞は「一般」「固有名詞」「サ変接続」，

動詞は「自立」に分類されたものに限定する．また，「運

動する」のように「サ変接続の名詞」の直後に「サ変動詞」

がある場合は名詞部分を動詞と見なし，関係のない記事が

対応付けられることを防ぐために，日時などに使用される

数字は除外する．取得した類語は記事構成単語列類語デー

タベース（以下記事構成単語列データベース）に入れる．

類語の取得には日本語 WordNet[3] を用いる． 
 

(3) 記事のクラスタリング 

異事象に対する記事中に存在する類似文間で対応が取

られることを防ぐために，文間の対応付けの前に記事をク

ラスタリングする．(2)で取得した形態素のうち類語の取

得に使った形態素と同じ「名詞」「動詞」とその TF*IDF の

値を使って記事をクラスタリングする．クラスタリングツ

ールには bayon[4] を用いる． 
 

(4) 文間の対応付け 

同一事象に対する異新聞社記事間の相違点を探すため

に同一内容の文を対応付ける． 

(a) 同一内容の文として対応付けられた文群は，相違点の

検出に使用 

(b) 対応のない文群は，各社の取り扱う事象の違いの検出

に使用 

記事クラスタデータベースで同一クラスタに所属する

記事間で，１～３文ごとに対応付ける．同一クラスタに所

属する２社の記事間で(3)で取得された類語群を使い，ま

ず１文ずつ比較する．片方の記事の単語１つまたはその類

語ともう片方の記事の同じ品詞の類語群とで一致してい

るものを検出する．この操作を「名詞」と「動詞」のすべ

てに対して行い，それぞれの一致度を得る．その後比較す

る側と比較される側を入れ替えて同じ操作を行う．この２

つの結果を元に同一内容文であるかを判定し，その対応を

文対応データベースに入れる．同一内容文でないと判定さ

れた場合は片方を１文増やして同様の操作を行う．これを

双方１～３文の間で繰り返し同一内容文を対応付ける．た

だし，形態素数が一定数以下の文は対応を取らない． 

 

(5) 記事の検索と表示 

検索方法として簡単なフリーワード検索を用意する．検

索結果は記事タイトルの一覧で表示する．記事タイトルを

選択することで同一事象の記事と共に表示する．片方の記

事の文を選択すると，もう片方の記事の対応する文を強調

表示する．これによって相違点を提示する． 
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４．評価実験 
4.1 記事のクラスタリング実験 

(1) 実験対象 

 「政治」カテゴリに属する2009年10月1日から2009年10
月5日までの朝日68記事と産経172記事についてクラスタ

リングする．IDF は2009年11月30日から2011年2月1日まで

の朝日82852記事と2009年12月3日から2011年1月16日まで

の産経76156記事から作成した． 
 
(2) 評価方法 

bayon を用いて記事をクラスタリングし，F値により評

価した．F値は以下の式で求められる．閾値とは bayon で
クラスタリングする際に使用する値である． 
 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 実験結果 

表１．記事クラスタリングの性能 

閾値 F 値 適合率 再現率 

0.80  0.527311 0.690345 0.598901

1.20  0.500512 0.580442 0.637363

1.60  0.469976 0.436822 0.71978

2.00  0.470203 0.42328 0.774725

 

4.2 文間の対応付け実験 
(1) 実験対象 

記事のクラスタリングと同一のものを使用する． 

 
(2) 評価方法 

対象となる朝日の記事文と産経の記事文との一致度を

求め，その値 C が閾値 Cth 以上であるとき同一内容文で

あると判断する．以下に値 C を求める式を示す． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

また，事前に人手で文間対応の正解対応を作成する．こ

の正解対応を使い実験結果の適合率と再現率を求める．以

下に適合率と再現率を求める式を示す． 

 
 
 
 
(3) 実験結果 

表２．異新聞社記事の文間対応付けの性能 

Cth 対応数 正解数 適合率 再現率 F値 

0.30 22 16 0.727  0.340 0.464 

0.35 18 15 0.833  0.319 0.462 

0.40 13 11 0.846  0.234 0.367 

 
５．考察 
5.1 記事のクラスタリングについて 
文間の正解対応はすべて同一クラスタ内に対応する文

が含まれる記事が所属しているが，適合率・再現率はあま

り良い結果は得られていない．実験対象記事数が少ないこ

とが原因の可能性もある．また，インタビュー記事など複

数の話題が書かれている記事，【橋本日記】【鳩山日誌】な

ど個人の予定が書かれているだけの記事，【主張】などの

筆者の意見が書かれている記事などクラスタに分けるの

が難しい記事などがあるためだと考えられる．これらの記

事をクラスタリングの前に除いておくことでクラスタリ

ングの性能は上がると考えられる． 
 
5.2 文間対応について 
今回使用した閾値 Cth は以前同様の方式で実験した記

事間対応の結果に基づいて決めたものであり，文間対応に

おいてはこの値が適切ではない可能性がある．今後実験を

していくなかで適切な閾値を求める必要がある． 
 
６．おわりに 
本稿では，同一事象に対する異新聞社記事間の相違点検

出のための文間対応の方式について，異事象に対する記事

中の文間対応を防いだ方式を提案し，それを評価した． 
今後は記事のクラスタリングと文間対応双方の適合

率・再現率の向上を目指す．また，実験対象記事を増やし

た実験をしていく． 
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